
                                 平成 2８年度文化庁委託事業 

日本語教育の新時代 

～地域社会をつくる「ことば」の教育とは～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師紹介】 

 

主催：ＮＰＯ法人フィリピノナガイサ 

多様性を受け入れ、ボーダレスな社会を築くには？外国人が地域の一員として、日本語を使って

「できた」「わかった」「参加できた」という全国の取組をご紹介します。公的な仕組みのもと行わ

れる、今後の地域日本語教室のあり方について考えてみませんか。 

日時： 201７年 1 月２８日（土） 午前 1０:０0 ～１２:０0 

場所： 浜松市南部協働センター２階 浜松市中区海老塚２－２５－１７ 

対象： 日本語支援者        参加費： 無料 

申込： filipinonagkaisa@yahoo.co.jp または 090-9175－8380 

神吉 宇一  氏  武蔵野大学大学院言語文化研究科准教授 

東京生まれ、九州・小倉育ち。大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課

程単位取得満期退学。 

小学校教員、政府系財団職員をはじめ、30 以上の正規非正規の職を経て、

2013 年より大学教員に。2016 年 4 月より現職。 

日本語教育学会副会長、文化庁文化審議会国語分科会委員ほか。著書に『日

本語教育 学のデザイン』（編著）2015、凡人社、『未来を創ることば

の教育を目指して』（共編著）2015、ココ出版、『複言語・複文化時代

の日本語教育』2016、凡人社他多数。 

日本語を使って自分らしく社会参画した例      

（千葉県千葉市） 

日本語を使って、フィリピンの若者が家電量販店で

買物した例（浜松市） 

  


